
市
役
所
か
ら
の

振
り
込
み
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す

�

●
問
い
合
わ
せ
先　

会
計
課　

会
計
班　

�

☎
0
9
6（
2
4
8
）1
7
8
1

令
和
6
年
全
国
家
計
構
造
調
査
が
は
じ
ま
り
ま
す

�

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課　

企
画
広
報
班　

☎
0
9
6（
2
4
8
）1
8
1
3

地
域
の
家
族
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
家
庭
課　

女
性
・
こ
ど
も
家
庭
班　

☎
0
9
6（
2
4
8
）1
1
9
9

市
内
中
小
企
業
の
支
援
事
業
を

紹
介
し
ま
す

�

●
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

商
工
振
興
班　

☎
0
9
6（
2
4
8
）1
1
1
5
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令
和
６
年
10
月
か
ら

今
ま
で
無
料
だ
っ
た
公
金
の
振
込
手
数
料

が
有
料
と
な
る
た
め
、
本
市
で
は
、
左
記
の

対
象
案
件
に
つ
い
て
、
全
て
の
請
求
代
金
を

合
算
し
て
振
り
込
み
ま
す
。

▼
対
象
案
件

①
令
和
6
年
10
月
1
日
㈫
以
降
の
振
り
込
み

②
複
数
件
あ
る
振
り
込
み
の
支
払
日
が
同
日

③
振
込
先
の
口
座
情
報
が
全
て
同
一

④
振
込
名
義
が『
合
志
市
会
計
管
理
者
』

※�

上
下
水
道
事
業
か
ら
の
振
り
込
み
は
対
象

外そ
の
他
、
不
明
な
点
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公
金
振
込
手
数
料
の
削
減
の
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
的
な
家
計
の
い
ま
を
把
握
す
る
重
要
な
調
査
で
すこ

ど
も
た
ち
を
見
守
る
気
づ
き
の
知
識
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

地
域
企
業
の
活
性
化
を
応
援

総
務
省
統
計
局
で
は
10
月
か
ら
11
月
ま
で

の
2
カ
月
間
、
全
国
家
計
構
造
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、『
統
計
法
』に
基
づ

き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
書
類
が
配
布
さ
れ
た
世
帯
の
皆
さ
ん

は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
調
査
へ
の
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
の
目
的

『
全
国
家
計
構
造
調
査
』は
、
家
計
に
お
け

る
消
費
、
所
得
、
資
産
お
よ
び
負
債
の
実

態
を
総
合
的
に
把
握
し
、
世
帯
の
所
得
分

布
お
よ
び
消
費
の
水
準
、
構
造
な
ど
を
全

国
的
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
調
査
対
象

無
作
為
に
選
定
し
た
全
国
約
9
万
世
帯

▼
調
査
期
間　

10
月
～
11
月

▼
調
査
事
項

・
世
帯
お
よ
び
世
帯
員

世
帯
構
成
、
世
帯
員
の
就
業
・
教
育
状

況
、
現
住
居
の
状
況
、
現
住
居
以
外
の
住

宅
・
宅
地
の
保
有
状
況
な
ど

・
家
計
収
支

自
動
引
落
し
に
よ
る
支
払
、
口
座
な
ど
へ

の
入
金（
給
与
・
年
金
な
ど
）、
日
々
の
収

入
と
支
出　

な
ど

・
所
得
お
よ
び
家
計
資
産
・
負
債

年
間
収
入
、
預
貯
金
な
ど
の
金
融
資
産
、

借
入
金
、
企
業
年
金
掛
金
・
固
定
資
産
税

な
ど

▼
調
査
方
法

調
査
員
が
調
査
世
帯
ご
と
に
調
査
書
類

を
配
布
し
ま
す
。
世
帯
は
①
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
方
法（
オ
ン
ラ
イ
ン

回
答
）、
②
調
査
員
に
調
査
票
を
提
出
す

る
方
法（
一
部
、
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を

提
出
す
る
方
法
あ
り
）の
ど
ち
ら
か
を
選

択
し
ま
す
。

▼
調
査
結
果
の
活
用

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

で
、『
介
護
保
険
料
の
算
定
基
準
の
検
討
』

や
、『
税
制
改
正
に
伴
う
政
策
効
果
の
予

測
』、『
生
活
保
護
の
扶
助
額
基
準
の
検

討
』、『
所
得
格
差
や
資
産
格
差
の
現
状
把

握
』な
ど
の
重
要
な
政
策
に
利
用
さ
れ
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
お
す
す
め
で
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
で
は
、
画
面
の
誘

導
に
従
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
回
答
が
で
き
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
チ
ャ
ッ
ト
で
質
問

が
で
き
る
な
ど
、
大
変
便
利
で
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
に
困
難
さ
を
抱
え
る
家
庭
は
、
社

会
環
境
や
生
活
様
式
の
変
化
も
影
響
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

困
っ
て
い
る
家
庭
も
あ
り
、
早
期
発
見
・
早

期
対
応
の
た
め
に
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん

の
気
づ
き
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
気
に
な
る
家
庭
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
の
た
め
に
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。
午
前
と
夜

間
の
1
日
2
回
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

市
役
所
防
災
セ
ン
タ
ー　

避
難
所
①

・
夜
間
の
部　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
1
階　

会
議
室

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
で
き
ま
す

▼�

対
象　

市
内
在
住
の
人
、
ま
た
は
市
内
勤

務
の
人
で
、
3
日
間
の
講
座
を
受
講
で
き

る
人

▼
募
集
人
数

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼�

申
込
方
法　

電
話
ま
た

は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

▼
申
込
期
限　

9
月
27
日
㈮

中
小
企
業
者
店
舗
等
近
代
化
融
資
金

利
子
補
給

設
備
資
金
の
融
資
を
受
け
た
場
合
に
利
子

を
補
給（
補
助
）し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象　

市
内
で
3
年
以
上
営
業
し
、
従
業

員
数
が
20
人
以
下
の
個
人
事
業
者
や
法
人

▼
対
象
と
な
る
設
備
投
資

・
店
舗
の
新
築
、
増
築
、
改
装

・
店
舗
客
専
用
駐
車
場
や
公
害
防
止
施
設

・
業
務
に
関
す
る
備
品

▼
内
容

・�

毎
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
に
支
払
っ
た

利
子
額
の
5
割
で
、
最
大
36
カ
月
分
の
利

子
を
補
給（
補
助
）。

※�

市
内
中
小
企
業
者
を
利
用
し
て
設
備
投
資

を
行
な
っ
た
場
合
は
利
子
額
の
10
割

▼
対
象
融
資
限
度
額

・
個
人
事
業
者
や
法
人　

7
0
0
万
円

・
協
同
組
合　

1
0
0
0
万
円

▼
対
象
融
資
利
率
の
上
限　

8
％

中
小
企
業
の
人
材
育
成
支
援

研
修
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
中
小
企
業
の
経
営
者
、
従
業
員

▼
対
象
と
な
る
研
修

・�

中
小
企
業
大
学
校
や
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

熊
本
な
ど
が
実
施
す
る
研
修
事
業
な
ど

・�

中
小
企
業
大
学
校
で
実
施
さ
れ
る
経
営
管

理
者
養
成
コ
ー
ス

・�

中
小
企
業
な
ど
が
2
社
以
上
合
同
で
行
な

う
独
自
の
研
修（
資
格
取
得
研
修
な
ど
を

除
く
）の
講
師
謝
金
な
ど

▼
助
成
額　

受
講
料
の
3
分
の
2

▼
申
込
先　

市
商
工
会（
ル
ー
ロ
合
志
内
）

☎
0
9
6（
2
4
2
）0
7
3
3

※�

支
援
を
希
望
す
る
と
き
は
、
事
前
に
商
工

会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

▲申し込みフォーム

▲市ホームページ▲中小企業者店舗等近代化
　融資金利子補給について

▲中小企業の人材
　育成支援について

過去参加者の声
・私たちが支援できること、見守

るサポートについて分かりやす
く話を聞くことができた。

・こどもの成長に環境が大きく影
響することが理解できた。

・虐待とは、いつでも誰でも起きて
しまう。常に自分と隣り合わせで
あると感じた。虐待をしてしまう
背景にもさまざまなパターンが
あり、一方的に誰が悪いと決め
つけてはいけないことを学んだ。

養成講座日程
講師　九州ルーテル学院大学
※本市と九州ルーテル学院大学は包括的連携

協定（課題解決に向けて協力する協定）を結
んでいます

とき 内容
10月22日

（火）
『こどもを取り巻く現状』

講師　永
なが

野
の

 典
てん

詞
じ

さん

10月25日
（金）

『虐待児のこころと身体について』
講師　古

こ

賀
が

  香
か

代
よ

子
こ

さん

10月30日
（水）

『地域における気づきと支援』
講師　岩

いわ

永
なが

 靖
やすし

さん
※託児はありません


